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土浦市小野～石岡市柴内間3660m　TN部1784m

トンネル坑門部（土浦市側より撮影）

トンネル坑門部（石岡市側より撮影）

午
前
10
時
30
分
か
ら
セ
レ
モ
ニ
ー

開
通
式
／
平
成
24
年
11
月
12 
日
㈪

市道　　　市道　　　　　
八郷・新治線八郷・新治線「「朝日トンネル朝日トンネル」」がが開通開通

午
後
３
時
か
ら
一
般
供
用

午
後
３
時
か
ら
一
般
供
用

　

県
の
合
併
市
町
村
幹
線
道
路
緊
急
整
備
支
援
事
業
の
指
定
を
受
け
、
土
浦
市
と
石
岡
市
が
建
設
を
進
め
て
き
た
市
道
八
郷
新
治
線
「
朝
日
ト
ン
ネ

ル
」（
土
浦
市
小
野
﹇
旧
新
治
村
﹈
地
内
〜
石
岡
市
柴
内
﹇
旧
八
郷
町
﹈
地
内
）
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
12
日
㈪
か
ら
一
般
供
用
を
開
始
す
る
。
ア
ク

セ
ス
道
路
を
含
め
た
全
体
延
長
は
３
６
６
０
ｍ
（
ト
ン
ネ
ル
部
１
７
８
４
ｍ
）
で
、
幅
員
９
ｍ
（
車
道
６
ｍ
）
の
片
側
１
車
線
で
整
備
。
全
体
事
業
費

に
は
約
65
億
円
（
ト
ン
ネ
ル
部
約
50
億
円
）
を
投
入
し
た
。
筑
波
連
山
南
東
部
に
位
置
す
る
朝
日
峠
を
越
え
る
広
域
農
道
の
通
称
：
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

は
、
急
勾
配
の
カ
ー
ブ
が
連
続
す
る
た
め
、
通
り
抜
け
が
難
し
く
、
冬
季
に
は
積
雪
や
凍
結
に
よ
り
通
行
が
困
難
と
な
っ
て
い
た
。
峠
を
貫
く
ト
ン
ネ

ル
が
開
通
す
る
こ
と
で
、
大
型
車
両
を
含
む
一
般
車
両
の
円
滑
な
交
通
が
確
保
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
「
観
光
」「
産
業
」「
生
活

（
く
ら
し
）」
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

朝日トンネル［土浦工区］概要

施工会社　鹿島・仙波・山本
　　　　　特定建設工事共同企業体
工事延長　Ｌ＝732ｍ
掘削断面　Ａ＝51．9㎡
　掘削・支保工（ＮＡＴＭ） Ｌ＝728．8ｍ
　覆工工 Ｌ＝731．5ｍ
　排水工（中央排水） Ｌ＝732．0ｍ
　坑門工（土浦側） Ｎ＝1．0式
　舗装工 Ａ＝5，020．0㎡
　仮設工 Ｎ＝1．0式

朝日トンネル［石岡工区］概要

施工会社　日本国土・キムラ・アレスコ
　　　　　特定建設工事共同企業体
工事延長　Ｌ＝1，052ｍ
掘削断面　Ａ＝50．8㎡
　掘削・支保工（ＮＡＴＭ） Ｌ＝1，049．0ｍ
　覆工工 Ｌ＝1，051．5ｍ
　排水工（中央排水） Ｌ＝1，052．0ｍ
　坑門工（石岡側）　 Ｎ＝1．0式
　舗装工 Ａ＝7，190．0㎡
　仮設工 Ｎ＝1．0式

（２）（購読料６カ月　37,800 円税込み） 日本工業経済新聞 2012年（平成24年）11月10日（土曜日）



（３） 日本工業経済新聞2012年（平成24年）11月10日（土曜日） （昭和41年 12月 14日第三郵便認可）

祝／市道　八郷新治線
「朝日トンネル」建設には
私たちが協力しました。

企画・制作　日本工業経済新聞社水戸支局
（順不同）

■ 電気室建築工事 ■ アクセス道路改良舗装工事［土浦工区］

■ アクセス道路改良舗装工事［石岡工区］ ■ アクセス道路改良舗装工事［石岡工区］

■ 交通安全施設工事［土浦工区］ ■ 交通安全施設工事［石岡工区］

■  設計 鹿島・仙波・山本特定建設工事共同企業体■ 本体工事［土浦工区］

■ 水文環境調査業務委託 ■ 測量 ■ 法面設計業務委託 ■ 補償調査

　トンネルには、白亜紀後期～古第三紀前
期の黒雲母片岩～花崗岩・花崗閃緑岩が分
布します。
　これらの岩は硬く、火薬を使用した発破
工法でトンネルを掘削しました。

■ 地質縦断図 ■ 地質概要

　朝日トンネルは、ＮＡＴＭで施工しました。
　ＮＡＴＭとは、New Austr ian Tunnel ing 
Method（新オーストリア工法）というもので、一
般的に『ナトム』と呼ばれています。この工法は、
掘削直後に地山に密着して吹付コンクリートとロッ
クボルトを施工することにより、地山の緩みを最小
限に抑え、本来地山が有している支保能力を最大限
に利用する工法です。

　■ 施工方法

事 業 名：朝日トンネル整備事業
路 線 名：市道　八郷新治線
事 業 箇 所：土浦市小野地内～石岡市柴内地内
計画交通量：6,800台／日
道 路 規 格：第3種第3級
設 計 速 度：50㎞／ｈ
全体事業延長：Ｌ＝3，660ｍ
全体事業費： 約65億円
　　　　　　　（うちトンネル事業費約50億円）

　■ 全体概要

上空からの眺め（　　土浦市側から　　石岡市側から望む）上 下

石岡市長

久保田　健一郎
　待望久しい朝日トンネルが、いよいよ開通を迎えることになりました。旧
来の朝日峠は、その険しさに加え、冬場に雪や雨で路面が凍結するなど、山
で隔てられた両地域の交流を妨げる一因になってきました。また、広域的に
見ても、県南・県央間の物的交流や観光ルートの確立などを図る上で、朝日
峠の交通円滑化は、課題の一つとなっていたところです。
　この度、石岡・土浦両市が県の支援を得て実現した朝日トンネルは、地域
間ネッワークの促進、ひいては県全体の発展に大きく寄与するものと考えて
おります。
　当市といたしましても、トンネルの開通に合わせ、やさと温泉ゆりの郷や
茨城県フラワーパークなど各観光施設の改修を行う一方、市内の美しい自然
を守るため、景観計画や条例を整備したところです。
　当市は今後とも、県のご協力をいただきながら、トンネル開通の効果をよ
り一層高めるため、様々な施策を有機的に機能させ、地域の発展に尽くして
まいります。皆様には、引き続いてのご支援を心からお願い申し上げます。

ごあいさつ

茨城県知事

橋　本　　　昌
　このたび、朝日トンネルが開通の運びとなりましたことを、心からお祝い
申し上げます。
　県では、本路線を平成 18 年度に「合併市町村幹線道路緊急整備支援事業」
に指定し、事業の支援に努めてまいりました。平成 22 年 3 月のトンネル本体
工事着工以来、順調に工事が進み、開通を迎えることができましたのは、地
元土浦市や石岡市をはじめ関係者の皆様のご尽力の賜であり、深く敬意を表
する次第です。
　朝日トンネルの開通により、土浦市新治地区と石岡市八郷地区の移動時間
が 10 分以上短縮されるうえ、降雪時の朝日峠の通行止めの解消が図られるな
ど、地域交通の利便性が大いに向上いたします。
　また、両市には、筑波山をはじめ、四季を通じてフルーツ狩りを楽しめる
観光農園や、より魅力的な施設として改修が進められているフラワーパーク
や小町の里など多くの観光資源がございます。朝日トンネルの利用により、
これらの観光地へのアクセス性が向上し、観光振興にも大きく寄与するもの
と期待しております。
　朝日トンネルの開通を機に、土浦市、石岡市をはじめとする地域間交流が
活発化し、両市の更なる発展につながりますことを祈念申し上げまして祝辞
といたします。

祝　辞

土浦市長

中　川　　　清
　待望久しかった朝日トンネルが、国・県をはじめ関係者の皆様の御指導と
御尽力により、いよいよ 11 月 12 日に供用開始の運びとなりましたことは、
誠に御同慶の至りで感謝に堪えません。
　これまで、朝日峠を越えて石岡・土浦両市を結ぶ山岳道路、通称“フルー
ツライン”は、冬場になると積雪や路面の凍結でたびたび通行不能になるな
ど、地域住民の生活や地域間交通に大変不便をきたしていたことから、朝日
峠にトンネルを通し、走行性・安全性に優れた道路として整備することが望
まれておりました。
　このたび朝日トンネルが開通したことにより、冬場に通行止めになること
は解消され、この間を通行する所要時間も 10 分以上短縮されるようになりま
した。
　さらに、朝日峠における安全で円滑な交通が確保されたことで、広域的な
交通アクセスが向上し、人、物、情報などを運ぶ重要な基盤として活用され、
ひいては、周辺地域との連携強化のもと、観光や産業の振興が促進されるな
ど、朝日トンネルは、これからの地域発展に大いに貢献してくれるものと確
信しております。

ごあいさつ

筑波山周辺での観光振興に大きな期待
合併市町村幹線道路緊急整備支援事業で建設合併市町村幹線道路緊急整備支援事業で建設


